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けすぞう君からのお知らせ

　

春
の
訪
れ
と
共
に
山
々
は
青
く
な
り
、

ハ
イ
キ
ン
グ
や
山
菜
採
り
に
出
掛
け
た

く
な
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

楽
し
い
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
も
、
山
火
事
が
増
え
る
こ
の
季
節
、
山

林
防
火
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ�　
な
ぜ
春
先
は
山
火
事
が
増
え
る
の
？

Ａ�　
こ
の
時
期
は
、
乾
燥
し
た
枯
れ
草
や
枯
れ

葉
が
野
山
に
多
く
あ
り
、
ま
た
雨
が
少
な
く

空
気
が
乾
燥
し
、
季
節
風
が
吹
き
ま
す
。
更

に
火
入
れ
が
行
わ
れ
た
り
、
入
山
者
の
増
加

な
ど
山
火
事
が
起
き
や
す
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

Ｑ�　
山
火
事
の
原
因
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
？

Ａ�　
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
や
焚
き
火
、
火
入
れ

等
の
不
始
末
が
原
因
の
半
分
以
上
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

�　

つ
ま
り
、
山
火
事
の
多
く
は
人
為
的
な
も

の
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
一
人
一
人
の

防
火
意
識
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

�　

山
火
事
は
ひ
と
た
び
起
こ
れ
ば
消
火
が
困

難
で
大
規
模
に
な
り
や
す
く
、
鎮
火
ま
で
に

何
日
も
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
三
方
を
山

で
囲
ま
れ
山
紫
水
明
の
地

京
都
、
市
民
の
財
産
で
あ

る
緑
を
守
る
た
め
、
山
林

防
火
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

問　

下
京
消
防
署

　
　

（
☎
361
・
４
４
１
１
）

　

小
学
校
を
中
心
と
し
た
半
径

200
ｍ
の
範
囲
の
主
要
な
通
学
路

に
つ
い
て
路
側
部
及
び
交
差
点

部
の
カ
ラ
ー
化
等
を
行
い
ま
し

た
。
通
行
車
両
に
対
し
て
小
学

校
が
近
い
こ
と
を
知
ら
せ
、
注

意
を
喚
起
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
京
都
市
で
は
、

未
来
に
継
承
す
べ
き
優
れ
た

都
市
景
観
や
市
民
に
よ
る
景

観
づ
く
り
活
動
を
表
彰
す
る

「
京
都
景
観
賞
」
を
創
設
し
ま

し
た
。
こ
の
「
京
都
景
観
賞
」

の
う
ち
、
魅
力
あ
る
屋
外
広

告
物
と
し
て
10
件
に
市
長
賞

が
贈
ら
れ
、
そ
の
中
の
２
件

が
下
京
区
内
か
ら
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

フ
ラ
ン
ソ
ア
喫
茶
室
は
昭

和
９
年
に
開
店
し
、
来
年
で

80
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。
和

と
洋
の
融
合
に
よ
り
、
国
の

登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

立た
て
の野

代
表
取
締
役

は
、
「
戦
前
か
ら
創

業
者
で
あ
る
父
と

母
の
も
と
に
た
く

さ
ん
の
学
生
や
若

者
が
集
ま
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
父
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
看

板
が
今
回
市
長
賞

を
受
け
、
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
下
京
区
の
歴
史

の
重
み
を
皆
さ
ん
に
感
じ
て

も
ら
い
た
い
。」
と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

シ
タ
デ
ィ
ー
ン
京
都
烏
丸

五
条
は
、
京
都
の
街
並
み
の

中
に
自
然
と
佇

た
た
ず
む
落
ち
着
い

た

外

観

と
、
伝
統

的
な
京
町

家
の
格
子

を
イ
メ
ー

ジ
し
た
壁

に
さ
り
げ

な
く
配
置

さ
れ
た
切
り
文
字
の
調
和
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
優
秀
賞
に
は
、
田た

中な
か

長
ち
ょ
う

奈
良
漬
店
（
綾
小
路
通

烏
丸
西
入
）、
京
都
ふ
た
え

（
東
中
筋
通
六
条
上
る
）、
鳥
と
り

彌や

三さ

（
西
石
垣
通
四
条
下

る
）、
株
式
会
社

亀か
め

谷や

陸む

奥つ

（
西
中
筋
通
七
条
上
る
）、
葱
ね
ぎ

屋や

平へ
い

吉き
ち

高
瀬
川
店
（
西
木
屋
町

仏
光
寺
上
る
）、
株
式
会
社
若

林
佛
具
製
作
所
（
七
条
通
新

町
東
入
る
）
が
下
京
区
か
ら

選
ば
れ
ま
し
た
。

　突然に数千匹の蜂の大群

が飛来し、蜂の黒いかたま

りができることがあります。

　ミツバチの分
ぶん

封
ぽう

といわれ

る行動で、４月から５月に

かけて行われます。

　ミツバチの巣に新しい女

王蜂が生まれると、古い女

王蜂はたくさんのお供を連

れて巣から飛び立ち、新し

い巣を作る場所を探します。

　分封中のミツバチは人を

攻撃しないので駆除する必

要はありません。

　働き蜂が次の場所を見つ

けると、一斉に飛び立ち、

その場所へ引っ越しします。

　２～３日はそっと見守っ

てやってください。

　その他にも、ハチに関する

ことはご相談ください。

問　衛生課　（☎371-7298）

女王蜂のお引っ越し

市
民
消
防
表
彰
市
長
・
消
防
局
長
・
署
長　

表
彰

健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
必
見
！！

「
メ
タ
ボ
や
っ
つ
け
隊 �

 
�

し
も
け
ん
ズ
」
養
成
講
座

健康づくり
サポーター

↑�ミツバチの分封群

山火事にご注意！

　

安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、
日
頃
か
ら
防
火
活
動
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
団
体
・
個
人

へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
表
彰
（
自
主
防
火
事
業

所
）
を
受
賞
さ
れ
た
真
宗
佛
光
寺

派
本
山
佛
光
寺
の
大

お
お

谷た
に

義よ
し

博ひ
ろ

宗

務
総
長
は
、「
親
鸞
聖
人
750
回
大

遠
忌
を
機
に
、
防
火
設
備
等
を
す

べ
て
刷
新
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

ハ
ー
ド
面
の
整
備
・
充
実
だ
け
で

な
く
全
職
員
が
防
火
意
識
を
し
っ

か
り
と
持
ち
、
普
段
か
ら

消
防
署
や
近
隣
の
皆
様
と

協
力
し
た
消
防
訓
練
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。」
と
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
受
賞
さ
れ

た
京
都
信
用
金
庫
の
木き

な
が長

秀ひ
で
お夫
総
務
部
課
長
は
、

「
本
部
及
び
全
営
業
店
が

毎
年
防
災
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
大
規
模
災
害

に
備
え
、
お
客
様
最
優
先

で
、
安
心
・
安
全
の
確
保

を
目
的
に
実
施
し
て
お
り
、
今
回

の
受
賞
に
よ
り
、
改
め
て
防
災
活

動
の
重
要
性
を
認
識
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
励
み
に
な
り
ま
し

た
。」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
皆
山
学
区
筒つ

つ

金が
ね

町
ち
ょ
う

自

主
防
災
部
を
は
じ
め
と
す
る
10
団

体
が
消
防
局
長
表
彰
を
、
醒
泉
学

区
自
主
防
災
会
を
は
じ
め
と
す
る

53
の
団
体
・
個
人
が
下
京
消
防
署

長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
代

表
し
て
受
け
ら
れ
た
深

ふ
か

谷や

文ふ
み

晶あ
き

醒

泉
学
区
自
主
防
災
会
会
長
は
「
表

彰
を
い
た
だ
き
、
我
々
の
自
主
防

災
会
の
活
動
が
間
違
っ
て
い
な

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
防
災
の
た
め
に
邁
進
し

て
い
き
ま
す
。」
と
喜
び
と
今
後
の

抱
負
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

山林防火運動　４月20日～26日

左・深谷文晶　醒泉学区自主防災会会長
右・安達清　稚松学区自主防災会会長

通
学
路
の
整
備
が

進
ん
で
い
ま
す
！

車
を

運
転
さ
れ
る
方
は

登
下
校
の
児
童
に

気
を
つ
け
て
！

京都の景観を未来へ残そう
～京都景観賞屋外広告物部門
� 下京区内で２件が市長賞受賞～

フランソア喫茶室
（西木屋町通四条下る）

シタディーン京都烏丸五条
（烏丸通五条東）

　

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー

「
し
も
け
ん
ズ

」
は
、
下
京
区

を
健
康
な
ま
ち
に
す
る
た
め

に
、
下
京
の
歌
に
合
わ
せ
た

「
メ
タ
ボ
ビ
ク
ス
（
体
操
）」
を

梅
小
路
公
園
や
地
域
の
行
事
な

ど
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
健
康
づ
く
り
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
、
毎
日
を

い
き
い
き
と
楽
し
く
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日�

程　

５
月
24
日
、
31
日
、
６

月
７
日
（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）

時�

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分　
　

場�

所 

下
京
区
役
所
４
階
会
議

室
内
容 

○�

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
っ

て
何
を
す
る
の
？ 

○�

健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に

は
ど
う
す
る
！？

○
毎
日
の
大
切
な
食
事
と
は
？

準�

備
物  



動
き
や
す
い
服
・

靴
、
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
で

き
る
も
の
、
筆
記
用
具

対�

象　

18
歳
か
ら
69
歳
の
下
京

区
在
住
の
方
で
、
全
３
回
参

加
可
能
な
方

※�

医
師
か
ら
運
動
を
制
限
さ
れ

て
い
る
方
、
体
調
の
良
く
な

い
方
は
受
講
不
可
。

定
員　

30
名
（
先
着
順
）

申�

込
み　

４
月
15
日
（
月
）
か

ら
電
話
に
て
受
付
。

問�　
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
　

成
人
保
健
・
医
療
担
当

　
　

（
☎
371
・
７
２
９
２
）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
歴

史
に
造
詣
の
深
い
下
京
区

内
に
在
住
、
通
勤
、
通
学

さ
れ
て
い
る
京
都
検
定
１

級
を
お
持
ち
の
方
々
に
よ

る
連
載
で
す
。

　

幕
末
か
ら
明
治
と
い
う

時
代
の
狭
間
で
己
が
信
念

を
貫
い
て
散
っ
た
新
撰
組

隊

士

達
。

文

久

３

年

（
１
８
６
３
）
２
月
、
江
戸

で
浪
士
組
と
し
て
結
成
さ

れ
て
か
ら
、
今
年
は
150
周

年
に
当
た
り
ま
す
。

　

新
撰
組
は
将
軍
や
御
所

の
警
護
、
京
都
の
治
安
維

持
で
勇
姿
を
見
せ
つ
け
る

一
方
、
池
田
屋
事
件
、
禁

門
の
変
な
ど
、
粛
正
や
暗

殺
の
事
件
で
そ
の
名
を
恐

れ
ら
れ
る
存
在
で
し
た
。

　

そ
ん
な
血
気
盛
ん
な
隊

士
達
の
中
、
心
優
し
く
温

厚
な
性
格
で
地
域
住
民
か

ら
も
慕
わ
れ
た
の
が
新
撰

組
総
長
・
山
南
敬
助
（
や

ま
な
み
け
い
す
け
）
で

す
。
彼
は
鉄
の
”
局
中
法

度
“
に
よ
り
、
皆
に
惜

し
ま
れ
な
が
ら
切
腹
で
最

期
を
遂
げ
ま
し
た
。
こ
の

と
き
彼
は
33
歳
。
同
年
齢

の
住
職
と
親
交
が
あ
り
、

山
南
家
の
家
紋
と
寺
紋
が

同
じ
浄
土
宗
の
寺
に
埋
葬

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
下
京

区
の
寺
は
、
新
撰
組
の
隊

士
の
ほ
か
多
く
の
関
係
者

が
埋
葬
さ
れ
て
お
り
、
今

も
お
焼
香
の
煙
が
絶
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
こ
の
お
寺
の
名

前
は
次
の
ど
れ
で
し
ょ
う
。

①
光
縁
寺
（
こ
う
え
ん
じ
）

②
西
本
願
寺

③
東
本
願
寺

　

は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の

答
え
・
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
の
ほ
か

紙
面
へ
の
感
想
を
書
い

て
、
５
月
10
日
（
金
）
必

着
で
、
〒
600-

８
５
８
８

（
住
所
記
載
不
要
）
下
京

区
役
所
地
域
力
推
進
室

「
謎
と
き
！
下
京
」
係
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

で
２
人
の
方
に
記
念
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

　

当
選
の
発
表
は
、
記
念

品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
解
答
は
６
月
号
に

掲
載
し
ま
す
。


